
防災講話 

避難訓練 

新しい ALT の先生 

【学校教育目標】自己実現に向かい心身ともに豊かで自ら学ぶ高木っ子の育成 

 

 

 

 

 

 

 令和８年４月１３日（月）に、元飯野小学校校長 

で防災士の資格をもつ柴田先生のお話をききました。 

地震が起きた際、まずしなければならないこととして、 

「コンロの火を消す」と言われてきました。しかし、現在 

は、調理器具が自動で停止する機能があることや、 

やけど等を防止するため「揺れがおさまってから火を 

消す」ことが主流になっていること、自分の命を守ることが第一であることなど、ご

家庭にもぜひお伝えしたいお話がありました。また、今、子どもたちが取り組めること

として３つを示されました。 

①  近隣の方に気持ちのいい挨拶をして、顔を覚えてもらうこと 

②  何かあったときに、どこに集まるのかお家の方と話しておくこと 

③  災害についての本をよむこと 

熊本地震から１０年になります。震災のことを忘れないよう、日頃から防災の意 

識を高めておくことの大切さを改めて感じる講演でした。ご家庭でも話題にしていた

だきますと幸いです。 

 

 

４月２３日（金）に地震避難訓練をおこないま 

した。地震で揺れている場面を想定し、実際に 

机の下に入り身を守る訓練を行いました。地震 

は、いつどこで起こるか分かりません。万が一に 

備えて、自分の命をどのようにして守るのか体験 

を通して学ぶことが大切であると思います。 

 

 

新しい ALT のジャスリン先生です。フィリピンのご出身です。 

初めて来られた４月２４日に歓迎会を行い、一緒に英語の歌 

を歌ったり、踊ったりしました。子どもたちもとっても楽しんでいる様 

子が見られました。高木小学校には週２日～３日来られます。ジャスリン先生と触

れ合いながら、英語を楽しく学んで欲しいと思います。 
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